平成３０年度 笠置町生涯活躍のまちづくりアクションプラン策定事業　仕様書
１．趣旨及び目的
　　この仕様書は、町の最大の課題である人口減少・高齢化と経済の弱体化を克服するため、本町の歴史・文化・自然の魅力に共感し、地域課題の解決に貢献する意欲のあるアクティブシニアの交流・移住を積極的に受け入れ、多様な主体との対話と交流を通じ、自らの自己実現と合わせて、町民とともに、地域課題の解決にかかわっていただきたく、平成29年度に策定した「笠置町生涯活躍のまちづくり推進基本構想」に基づき、具体的に事業を進めていくため、パイロットモデル事業の実施支援と併せ、持続的な事業展開を図るアクションプランの策定事業を円滑かつ効果的に実施するために必要な事項を定める。
２．業務の内容
笠置町生涯活躍のまちづくりアクションプラン策定事業
（１）昨年度取り組み提案の実行性の検証とモデル展開の支援

・
「笠置町 生涯活躍のまちづくりに向けたプロアクションカフェ」で提案された8つの取組み等（新規事業提案可）について、今年度での実施に向けたヒアリング調査を行う。

・
受託者は、係るヒアリング調査の支援結果を踏まえて、平成30年度にパイロットモデルとして実施する取り組みを支援、また新たに募るアクティブシニアによる提案事業の実施を支援する。

（２）「笠置町生涯活躍のまちづくり アクションプラン」の作成

・
「住民総参加」のまちづくりと、アクティブシニアを中心とする「生涯活躍」のまちづくりが、円滑な連携のもとで展開できるよう、その指針となるアクションプランを策定する。

・
受託者は、アクションプランの案を作成するとともに、プランに基づく今後の取り組み展開のため、ファシリテーターの養成を行うものとする。
（３） 会議体等の運営支援

・ アクションプランの検討及びパイロットモデル選定に係る協議会等の運営を支援する。

・ 議事次第の調整及び資料原稿の作成を支援、会議案内、出欠確認、謝金等の支払業務を行うとともに、会議に出席し、議事摘録を作成する。
（４）その他、笠置町と受託者が協議の上、必要と認める事業
　　（予算の範囲内で実施する、提案者による事業等）
３．成果物

・
アクションプラン　A4判 20頁程度
100部

・
アクションプラン概要チラシ　A4判両面
1,000部
４．業務上の留意事項
（１）業務内容の詳細は、企画提案の内容を基本とし、笠置町と受託者が協議して決定する。
（２）業務の全てを第三者に委託し又は請け負わせることはできない。
（３）業務の進捗管理を徹底し、笠置町に対して随時報告を行い、指導、助言を受けながら円滑な業務の進行に努めること。
（４）業務に課題がある又は起こりうると予想される場合には、その要因を分析するとともに、笠置町と協議しながら改善に取り組むこと。
（５）本事業による成果は、町の財産として広く活用を図るとともに、本業務を通じて著作権や特許権等の知的財産権が発生した場合、その権利は笠置町に帰属するものとする。
（６）業務に係る書類は事業終了後５年間保存すること。なお、会計実地検査が行われる場合は協力すること。（内閣府地方創生推進交付金活用事業）
（７）公平性、透明性、客観性を期するため、提出された提案書を公表することができるものとする。
（８）委託料の支払いについては、資金繰りに配慮し、必要に応じて概算払いを行うことができるものとする。
（９）本業務仕様書に定めのない事項については、笠置町と協議するものとする。
                                                                以　　上
